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光電容積脈波による血圧推定の精度向上

～複数の解析手法の比較・組み合わせの検討～
02

現在一般に普及している血圧計は

カフを用いて測定を行っています

が，私たちは小型センサである光

電容積脈波センサから得られる指

尖脈波のみから，非侵襲的に血圧

値を推定する研究をしています．

この研究では光電容積脈波から血

圧を推定することでカフなしでの

血圧測定を目的としています．カ

フの圧迫感無しで血圧が測定出来

るようになります．また，連続で

常時計測が可能になり，運動中や

睡眠中でも血圧を計測できる方法

を検討しています．

自分がどの状況の時に血圧が変動

しやすいのか知り，仮面高血圧の

発見や，白衣高血圧の発見をする

ことができます．また，運転中や

運動中，睡眠中に血圧を計測する

こともできます．血圧を常時モニ

タリングすることで，健康管理に

役立てることができます．
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計測が簡便で連続的カフレス血圧推定

■ カフでの血圧計測 ■ 本研究での脈波計測，血圧推定方法

□ 計測が簡便でない

□ 安静着座状態でしか計測不可

□ 腕が圧迫される

□ 計測に時間がかかる(約1分)

□ 人体どこからでも測れて，計測が簡便

□ どのような体位でも計測可

□ 非侵襲的

□ リアルタイムで常時血圧値が推定可能

計測方法の簡便化

計測方法の変化

によるカフ計測の

デメリット改善
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①Stepwise法脈波特徴量選択
②重回帰分析
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Particle Filter




